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−〒７９６ ０３０１ 電話 （０８９４）
西宇和郡伊方町湊浦１９９３番地１ 番号 ３８－０２１１

地域 半島 辺地（１１） Ｎ・Ｍ・Ｃ 国立公園 （０８９４）
県立公園 工配 農工 特農 FAX ３８－１３７３指定
拠点都市 農振 過疎 （総務課）

愛媛県の最西端、豊予海峡に突き出した“日本一細長
い”佐田岬半島に位置し、南は宇和海、北は瀬戸内海と三
方を海に囲まれている。半島の中央部は２００～３００ｍ級
の低い山地が東西に連なっており、平地が少ない。気候

〜は、年間気温１６ １７℃で、著しい寒暖の差がなく温暖な
海洋性気候である。
風光明媚なこの地域は「耕して天に至る」と言われる段々
畑で温州みかん、清見タンゴール、デコポンなどの果樹栽
培が盛んに行われている。また、天然の好漁場に恵まれ、
「岬あじ」、「岬さば」等の高級魚の一本釣りや採介藻、底
引き網漁業が主に営まれ、山の幸、海の幸を利用した加
工品も多く生産され、これら特産品を求めて観光客が県内
外から訪れる。
また、この地域特有の風を利用した風車建設を行うな
ど、自然エネルギーの利用を推進している。

平１７． ４． １ 町制施行

（三崎町・瀬戸町・伊方町 合併）

「伊方」という名の起源はいつの時代からかはっきりしてい
ないが『日本地名語源事典』の「イカタ」・「イガタ」の項に『土

地がらがさまざまで地形語ではあるまい。「イヘカタ」（家方）
か「イホカタ」（庵方）で、もと仮小屋のあった所をいうか、農・
漁業の小屋であったかもしれない』とある。
また、一説には「イカ」は山ろくなど後方に山を負うところに

みられる地名で「タ」は土地の意味である。後ろに山をかかえ
た地形から名付けられたものか、はっきりしたところはわから
ない。

建築年度 増 改 築 主な増改築箇所

平１３年度

〈由 来〉

〈庁舎の建設年度〉

〈沿 革〉 〈市町村のあらまし〉

（平成２５．４．１現在）

区 分 名 前 任 期

町 長 山下 和彦 平成２６． ４．１５
やました かずひこ

副町長 森口 又兵衛 平成２６． ５． ８

議 会 （平成２５．５．１現在）

議長 吉川 保吉 副議長 山本 吉昭

議員 （条例定数） １６人

（現 員） １６人

任期 平成２９． ４．２３

職員数（平成２５．４．１現在）

普通会計 １７２人

企業会計 ７人

その他会計 ３６人

計 ２１５人

〈行政組織〉

二見くるりん風の丘パーク

せと風の丘パーク

瀬戸アグリトピア

伽藍山体験農園

▼

みさき風の丘

町見郷土館

須賀公園

瀨戸町民センター

伊方原子力発電所

道の駅「きらら館」

瀨戸総合支所

伊 予 灘

三崎公民館

三崎総合体育館

三崎総合支所
三崎高校

消防署

四ツ浜出張所

道の駅
「瀨戸農業公園」

亀ヶ池温泉

室鼻公園

地域振興センター
（八西ＣＡＴＶ）

伊方町民グランド
レッドウイングパーク

町見出張所

伊方スポーツ
センター
伊方町役場

生涯学習
センター
（図書館）

中央公民館
（原子力広報
センター）

国道
１９７
号

（メロ
ディ
ーラ
イン
）
至
八
幡
浜

パーク

伊方町
い かた ち ょう

〈地 図〉

（交通機関） ＪＲ八幡浜駅から伊予鉄南予バスで約２０分

町立図書館

伊方町役場

ＪＡにしうわ伊方
妙楽寺

伊方保育所

老人ホーム
つわぶき荘

伊方小

八幡神社

伊方中
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〈人口・世帯数〉 （ ）は増減率

区 分 ６０国調 平２国調 平７国調 平１２国調 平１７国調 平２２国調 ２５．３．３１住基

人 口 （△７．１％） （△７．８％） （△７．９％） （△８．５％） （△１０．６％） （△１０．０％）
１７，４２４ １６，０６０ １４，７８７ １３，５３６ １２，０９５ １０，８８２ １０，８９９

男 ８，２１２ ７，５６３ ６，９６２ ６，３５７ ５，６９８ ５，１２５ ５，１９５

女 ９，２１２ ８，４９７ ７，８２５ ７，１７９ ６，３９７ ５，７５７ ５，７０４

世帯数 ６，０９１ ５，９９３ ５，７６０ ５，５２１ ５，１８３ ４，８８４ ４，９６２

年齢構成 （平２２国調）

区 分 １４歳以下 １５歳以上６４歳以下 ６５歳以上 男 ４，４６４ 人

人 口 １，０６６ 人 ５，５６９ 人 ４，２４７ 人 女 ４，９６６ 人

構成比 ９．８ ％ ５１．２ ％ ３９．０ ％ 計 ９，４３０ 人

〈土地利用〉 （平２２．２．１現在） （ｈａ． ％）

総 面 積 林 野 面 積 林 野 率 経営耕地面積 宅 地化 率

平 ㎢２４.１０．１（ ） 田 畑 樹園地 平２４．１．１

９４．４０ ４，７５０ ５０．３ １，０８３ ０ ４３ １，０４０ ２．９

〈産 業〉 産業構造 （百万円・人）

区 分 総生産額（平２２年度） 就業人口（平２２国調）

第１次 ４，２８０ ４．６ ％ １，７７０ ３３．３ ％

第２次 ３，７８０ ４．１ ％ ９２４ １７．４ ％

第３次 ８４，３４５ ９１．３ ％ ２，６１４ ４９．２ ％

計 ９２，４０５ １００．０ ％ ５，３１２ ９９．９ ％

（注）「総生産額」の計欄は帰属利子の控除等を行っており、「就業人口」の計欄は分類不能の人数を含む。

主要製造業 （平２３年） （百万円） 所得 （平２２年度）

品 名 製造品出荷額等 １人当たり 千円
市町民所得 ２，８００

食料 ２，３９５

繊維 ２５５

平成２４年度の主な建設事業 （百万円） 今後の主な建設事業 （百万円）

事 業 名 事 業 費 事 業 名 事 業 費

一般廃棄物最終処分場整備事業 ６８１ 特定環境保全公共下水道事業 ４６２

地域密着型介護保険施設整備補助 ５５０ 農水産物加工施設搾汁施設拡充事業 ３５０

農産物集出荷施設改修補助 ５４４ 避難所施設耐震補強等事業 ３２８

町民会館改修事業 ４９５ 九丁漁港海岸保全施設整備事業 ３００

町営住宅湊中団地建設事業 ３２１ 湊浦橋梁新設事業 ２６９

町道宇和海線改良事業 ２６６

消防施設等整備事業 ２３６

公営住宅整備事業 ２０１

選挙人名簿
登録者数 （平２５．９．２現在）

西宇和郡
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〈観光・レクリエーション〉

○伊方地域 堂々山、女子岬、亀ヶ池、なぎの木、室鼻公園、レッドウィングパーク、

名勝旧跡 道の駅「きらら館」、亀ヶ池温泉、二見くるりん風の丘パーク
○瀬戸地域 権現山、須賀公園、番匠鼻、川之浜海水浴場、塩成海水浴場、大久海水浴場、

観光施設 瀬戸展望休憩所、道の駅「瀬戸農業公園」、せと風の丘パーク、高茂高原
○三崎地域 国立公園佐田岬灯台、県立自然公園伽藍山、阿弥陀池、梶谷鼻、天然記念物あこう樹、

伝宗寺の大楠、伽藍山展望台及び体験農園等、ムーンビーチ井野浦、みさき風の丘パーク

○伊方地域 秋まつり（１０月中旬）、駅伝大会、スポーツレクリエーション祭、
きなはいや伊方まつり（７月下旬）、夏越祭（わぬけ）

祭 り
○瀬戸地域 秋まつり（１０月中旬）、瀬戸の花嫁まつり（８月上旬）、海のつどい（５月上旬）、

〜 〜もぉ モォ フェスティバル（４月下旬）、風車まつり（１０月上旬）

催 し 物
○三崎地域 秋まつり（１０月８日・９日）、伽藍祭（４月上旬）、お十五日（１月１５日）、

お伊勢踊り（２月１１日）、権現祭（旧６月１４日）、高神様祭（７月２０日）、
実盛様（虫送り）（旧５月１６日）、輪くぐり（６月３０日）、盆体育大会（８月１４日）

公 営 ○瀬戸地域 瀬戸アグリトピア
宿泊施設

〈名物・特産品〉

○伊方地域 ハウスみかん、温州みかん、伊予柑、地酒、ちりめん、つわぶきの漬物、みかんジュース、じゃこてん、じゃこカツ
○瀬戸地域 温州みかん、瓶ウニ、ちりめん、わかめ、しいたけ、瀬戸金太郎いも、瀬戸アジ
○三崎地域 清見タンゴール、サンフルーツ、伊予柑、デコポン、伊勢エビ、フグ、アワビ、サザエ、ウニ、タイ、岬アジ、

ハナ

岬サバ、瓶ウニ、太刀魚の骨センベイ
ハナ

〈主な公共施設〉

伊方スポーツセンター（温水プール、アリーナ、トレーニング室等） 町民グランド 瀬戸球場 体育館（７） 武道館（２）
瀬戸アグリトピア（短期滞在型宿泊施設） 室鼻公園（海水プール、シーサイドハウス、キャンプ場） 須賀公園（海水プール、
キャンプ場） 道の駅「きらら館」、「瀬戸農業公園」 風の丘パーク（二見、せと、みさき） 風力発電所 亀ヶ池温泉
レッドウイングパーク 園芸施設 農水産物処理加工施設 三崎種苗生産施設 生涯学習センター（図書館、児遊館、杜
氏資料館） 町見郷土館 町民センター 公民館（４） 保育所（８） 小学校（８） 中学校（３） 給食センター（２）
県立高校 診療所（４） 保健センター（３） デイサービスセンター（４） 老人憩いの家（８） 集会所（４９） 隣保館

〈主要課題〉

佐田岬半島の自然と伝統文化を尊び、合力（こうろく）の心に抱かれながら、心豊かに生きるという喜びが次の世代にやさし
く広がるまちを目指し、将来像「 よろこびの風薫るまち 伊方 」を掲げ、協働・共生・個性を大切に、一人ひとりがキラリと光る
まちづくりを実現するため、６つの基本目標を定めまちづくりを進めます。
「１」保健・医療・福祉 健やかで、あたたかい心がふれあうまちを目指して
「２」教育・文化 ふるさとを愛し、豊かな心を育てるまちを目指して
「３」社 会 基 盤 安心・安全で、快適に暮らせるまちを目指して
「４」環 境 保 全 美しい自然を、みんなで守るまちを目指して
「５」産 業 振 興 自然と親しみ、共に育む産業のまちを目指して
「６」住民協働・行財政 みんなの参加と、信頼の輪による協働のまちを目指して

〈地域づくりの事業等〉

１．健やかで、あたたかい心がふれあうまちを目指して
○健康増進活動の推進 ○医療体制の充実 ○子育て支援の充実 ○高齢者福祉の充実
○障害者福祉の充実 ○地域福祉の充実
２．ふるさとを愛し、豊かな心を育てるまちを目指して
○学校教育の充実 ○生涯学習・生涯スポーツの活性化 ○伝統・文化の継承と発展
３．安心・安全で、快適に暮らせるまちを目指して
○道路・河川の整備・交通環境の充実 ○港湾機能の充実 ○住環境の充実（住宅・公園）
○自然エネルギー・高度情報基盤の活用 ○防災・消防体制の充実 ○安心・安全なまちづくりの推進
４．美しい自然を、みんなで守るまちを目指して
○資源循環型社会の実現 ○上・下水道の整備 ○自然環境・生活環境の向上
５．自然と親しみ、共に育む産業のまちを目指して
○農業の振興 ○水産業の振興 ○観光・ツーリズム・商工業の振興
６．みんなの参加と、信頼の輪による協働のまちを目指して
○人権尊重・男女共同参画社会の推進 ○地域間交流・国際交流の推進 ○協働のまちづくりの推進
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〈市町が出資している地方公社の設立状況〉 （平成２５．４．１現在）

形態 地方公社の名称 設立登記 資本金（千円） 主 な 事 業 内 容
年月日 出資割合（％）

(公財) 伊方原子力広報センター 昭５８． ４． １ ６，０００ 原子力とその平和利用に関する知識の普及
（３３．３） 啓発

(特) 伊方町土地開発公社 昭４８． ６．１３ ５，０００ 公共用地、公用地等の取得、管理処分等
（１００）

(株) クリエイト伊方 平 ９． ９． １ １０，０００ 農水産物の加工・販売等
（４５）

(株) アグリ瀬戸 平１２． ９． １ １０，０００ 農水産物の加工・販売等
（５９）

〈総合計画〉

基 本 構 想 基 本 計 画

計 画 の 名 称 議決年月日 期 間 期 間

伊方町総合計画 平１８．１２．１８ 平１８～平２７年 平２３～平２７年

〈行政機構〉
（平成２５．４．１現在）

伊方町

事 務 局

総 務 課

財 政 課

政策推進課

町 民 課

福 祉 課

保健介護課

産業振興課

建 設 課

上下水道課

総合 支 所

会計管理者

副町長

選挙管理委員会

監査委員

農業委員会

固定資産評価審査委員会

事 務 局

事 務 局

事 務 局

事 務 局

町 長

出 張 所

保 育 所

診 療 所

保健センター

地域包括支援センター

地域振興センター

農業支援センター

小・中学校

学校給食センター

郷 土 館

生涯学習センター

図 書 館

公 民 館

教 育 長教育委員会

公営企業

議 会

隣 保 館

事 務 局

（上水道のみ）


